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ブログ、Facebook や Twitter 等の SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）、YouTube
やニコニコ動画等の動画共有サイト、LINE 等のメッセージングアプリがある」と説明して






SNS を“web-based services that allow individuals to (1) construct a public or semi-public 
profile within a bounded system, (2) articulate a list of other users with whom they share a 
connection, and (3) view and traverse their list of connections and those made by others 
within the system” （Boyd & Ellison, 2007, p. 211）と定義した。さらに、エリソンとボイド







である」（佐々木, 2016, p. 24）と訳している。 
 ソーシャルメディアであってエリソンとボイドの言う SNS でないものとして、ユーザプ
ロフィールがなく、匿名で書き込める掲示板が挙げられる。佐々木は、「時代とともにウェ









うになってきているため、この領域は狭くなってきている」（佐々木, 2016, p. 25）と述べ、
「ウェブ全体のソーシャル化の潮流によって、エリソンとボイドの意味での SNS とソーシ





















きか議論され続けている（例えば、ヤング, 1998; 文部科学省, 2003）。 
ソーシャルメディアの普及という観点から、「インターネット・パラドクス」（Kraut ら, 
1998）に対する検討も盛んに行われている（例えば、河井, 2014; 北村, 2016）。Kraut ら（1998）
は、インターネットを介したコミュニケーションによって、オフラインでの人間関係やイン
                                                     
2 総務省 総合通信基盤局 消費者行政第一課 青少年担当. インターネットトラブル事例集



















えて、調査対象の範囲を決定する。平成 29 年通信利用動向調査の結果（図 1）では、13 歳






LINE 株式会社は 2017 年に、小学校から高校までの児童・生徒を対象としてインターネッ
トの利用実態把握調査を行い、その結果から以下の 4 点を特徴として示している（塩田, 2018, 
p. 4）。 





① 小 1-3 の 36%、小 4-6 の 55%、中学生の 80％、高校生の 98％が、スマホを「自分
のものとして」持っている 
② 小 1-3 の 17%、小 4-6 の 26%、中学生の 56％、高校生の 70％が、ネットを「2 時
間以上」利用している 
③ 小 4-6 の 74%が、家庭で「インターネット・ゲーム利用に関するルール」を決めて










日本では 2000 年代前半から活発になりはじめ、現在に至る（例えば、森と坂本, 2000、上
別府と杉浦, 2004、安藤ら, 2005、伊藤, 2011, 宮戸と小玉, 2016、西村, 2017）。また、中高











SNS 疲れについて、加藤（2013）の研究を取り上げる。加藤は、SNS 疲れを「SNS を利
用する中で利用経験に基づいた何らかの否定的感情を抱き、サイト利用を控えたり、退会し
たりした経験」（p. 35）と定義し、高校生 15 名を対象に SNS 疲れに繋がる経験についてイ
ンタビュー調査を行った。調査対象者である高校生 15 名全員が SNS 利用に伴うネガティ






可能性として考えられる」（加藤, 2013, p. 42）と考察し、「身体的・精神的負荷を抱いたま



















握することが困難である（木村, 2010）。そのような経緯から、2000 年代には、C. Hine、S. 
Schneider、D. Hakken、D. Miller、J. Howard などが、オンライン空間を質的研究の領域で
扱うようになった（木村, 2010）。D. Miller は、“SNS have turned out to be something much 
closer to older traditions of anthropological study of social relations such as kinship studies”
（Miller, 2002, p. 147）と、SNS と人類学的研究の相性の良さを説いている。近年では、人々
の日常生活におけるインターネットの影響力と存在感の高まりとともに、オンラインでの
慣行やコミュニケーション、およびデジタル化によって形成されたオフラインの慣習に関










































                                                     




































































第 2 章 研究方法 
本研究では、調査フィールドとしてソーシャルメディアの中から Twitter を選定し、調査
対象として吹奏楽部関連の Twitter アカウントを選定した。Twitter についての説明は、本
章第 2 節第１項で行う。ソーシャルメディアの中から Twitter を選定した理由、部活動に着
目した理由、部活動の中から吹奏楽部を選定した理由は、本章第３節で説明する。 

































































































2.2.1  本研究におけるオンラインエスノグラフィ 
本研究では、調査フィールドとしてソーシャルメディアの中から Twitter を選定し、調査













Twitter アカウントをフォローできる。ただし、非公開設定にしている Twitter アカウント
をフォローするためには、事前にフォローの申請をし、承認を得る必要がある。また、特定































ーションを Twitter 上で行った。Twitter では複数のアカウントを作成することが可能であ


















った。個人的なやり取りの際は、Twitter の DM 機能だけでなく、LINE を使用することも
あった。LINE とは、スマートフォンや PC などを用いて、1 対 1 または複数人での無料メ
ールや無料通話をすることが可能なアプリケーションソフトである。DM や LINE を用い
た個人的でクローズドなやり取りだけでなく、Twitter 上でのオープンなやり取りで、調査
に有益なデータであると判断したものは、スクリーンショットによって記録を行った。スク
リーンショットによる記録の一部を付録（図 5～図 9）として加えた。 
2018 年 12 月 7 日午後 5 時の時点では、調査用アカウントのフォロー数は 1,355、フォロ
                                                     






ワー数は 1,006 である。また、中高生が利用していると推察できる相互フォローの Twitter
アカウントは 745 であり、そのうち「吹奏楽部アカウント」の数は 650 である。筆者がオ
ンライン上で個人的にやり取り（「よろしく」などの挨拶のみの場合も含む）をした中学生
は 22 名、高校生は 22 名である。筆者が調査用アカウントで行ったツイートの数は、約 2,000
である。筆者がオンラインエスノグラフィにかけた調査時間は、約 900 時間である。1 日に
約 2 時間の調査を毎日行い、それを約 15 ヶ月間続けたと計算した。 
筆者は、調査を進めていく中で Twitter でのフォロイー・フォロワーの関係を発展させ、
オンライン上の「吹奏楽部グループ」へ参与した。参与の経緯および、その詳細については、
第 3 章で述べる。筆者が参与した「吹奏楽部グループ」は 5 つである。そのうち 1 つは
Twitter の GDM を用いたグループであり、他の 4 つは LINE を用いたグループである。
LINE グループのうち 1 つは、2018 年 5 月 6 日午前 10 時の時点で解体されている。2018
年 12 月 7 日午後 5 時の時点で筆者が参与しているグループの参加者数は、Twitter の GDM





加者への連絡用の LINE グループ（以下、夏イベ LINE グループ）に入った。2018 年 8 月
30 日午後 5 時の時点では、夏イベ LINE グループに 70 名が参加している。夏イベ LINE グ
ループにも、中高生以外の参加者が存在する。 
 
2.2.2  調査対象に関連する情報獲得のためのオフライン調査 
上記の夏イベとは別に、茨城県にある公立の A 中学校に通う 2 年生（2017 年度当時）6
名と、埼玉県にある公立の B 高校に勤務する吹奏楽顧問 1 名にインタビュー調査を行い、

























筆者は、2017 年 7 月に A 中学校へ調査協力依頼を行い、2017 年 10 月から 2017 年 11 月
にかけて A 中学校 2 年生の男子生徒 3 名と女子生徒 3 名の合計 6 名に対して、半構造化イ
ンタビューを行った。調査時間は 1 人あたり約 1 時間程度で、調査形式は 1 対 1 の対面で
ある。 
2018 年 5 月に、B 高校で 2017 年度から吹奏楽部顧問を担当している⾧谷川さんに、筆
者は調査協力を依頼した。同年同月の休日に、⾧谷川さんへ 2 日間にわたって非構造化イ
ンタビューを行った。 
C 中学校吹奏楽部は、3 年生 19 名、2 年生 11 名、1 年生 20 名が所属し、週５日活動し
ている。なお、2018 年 10 月に開催された文化祭をもって 3 年生は引退となり、文化祭以
降は 1 年生と 2 年生のみで吹奏楽部の活動を行っている。筆者は、C 中学校吹奏楽部にお
いて、2018 年 6 月から 11 月の間に 7 度の参与観察を行った。また、11 月に、2018 年度の
1 年生と 2 年生を対象としたアンケート調査を行った。調査票は、本論文の付録として加え
た。紙媒体で調査票を 26 名に配布し、女子部員 11 名、男子部員 1 名の合計 12 名から回収
した。アンケート調査結果から、Twitter 利用者は 12 名中 1 名であることが分かった。ま
た、12 名とも全員が、Twitter 上で学校生活や部活動や吹奏楽に関するツイートを行ってい
ないことも分かった。 
D オケは、約 60 人の団員が所属し、週１日活動している。D オケに所属できるのは、小
学１年生から 22 歳までであり、卒団をすると OB・OG としてサポートをすることになる。
筆者は、2018 年 5 月から運営のサポートとして D オケに加入したが、ジュニアオーケスト








2.3.1  Twitter を選定した理由 
総務省情報通信政策研究所（2017）の「平成 28 年情報通信メディアの利用時間と情報行
動に関する調査」の結果から、ソーシャルメディア等の中で 10 代（13 歳から 19 歳まで）
の利用率が 50%を超えているものは、YouTube（84.3%）、LINE（79.3%）、Twitter（61.4%）
であることが分かった。また、ソーシャルメディアにおける「書き込む・投稿する」といっ







きる。さらに、Twitter で人間関係を構築することによって、他の SNS やオフラインでの交
流に発展することも考えられる。以上より、Twitter をフィールドに設定した。 
 















                                                     
6 文部科学省. “学習指導要領「生きる力」” . 文部科学省ホームページ. 









2.3.3  吹奏楽部を選定した理由 
「日本は吹奏楽大国である」7と言われるほど、吹奏楽に関する活動が盛んである。2017













以上の 3 つの理由から、吹奏楽部を調査対象として選定した。 
 







                                                     
7 株式会社 oricon ME, オリコン NewS 株式会社. “アレンジこそ命，吹奏楽特有の音楽文化”. 
ORICON NEWS. 2013-08-17. https://www.oricon.co.jp/news/2027669/full/, (参照 2018-
06-24). 
8 全日本吹奏楽連盟. “連盟概要”. 全日本吹奏楽連盟. 2017. http://www.ajba.or.jp/gaiyou.










































































































もう 1 つの「吹奏楽アカウント」は、中高生の「吹奏楽部アカウント」ではない Twitter
アカウントである。一例として高校 3 年生男子の HARUKI さんの Twitter アカウントを取
り上げる。HARUKI さんは、吹奏楽部にかつて所属していたが、現在は退部し、大人も多























3.3  「吹奏楽部アカウント」によるオンラインコミュニティの形成 
本項では、「吹奏楽部アカウント」がいかにしてオンライン上でコミュニティを築いてい
                                                     
9佼成出版社. “「普門館からありがとう～吹奏楽の響きたちへ～」 １万２０００人が別れ
を惜しむ” . 佼成新聞 DIGITAL. 2018-11-12. https://shimbun.kosei-shuppan.co.jp/news/




































11 津田の『Twitter 社会論 : 新たなリアルタイム・ウェブの潮流』（2009）から推察するに、
2007 年の段階では、Twitter 上での実況による繋がりが生み出されたばかりであったが、
2019 年現在では定着している。 






























自由度が高いと以前から指摘されていたが（例えば、津田, 2009 や、北村ら, 2016）、この自
由度の高さによって、Twitter ユーザが新たな Twitter の使用方法を次々に編み出すことが
できていると考えられる。そして、実況に主に使われていたハッシュタグが、「友達探し」
に流用されるようになったと推察する。 
また、Twitter でリストを作成すると、リスト内の Twitter アカウントのツイートのみが
閲覧できるようになる。作成したリストは公開にすることも非公開にすることも可能であ
                                                     






























ー氏の言う SNS の定義に、Twitter は当てはまっていないが、その他の SNS の定義と照ら
し合わせた際に、Twitter を SNS であると見なす場合がある。 
石井（2011）は、匿名的な「弱い」繋がりを形成する Twitter が、日本で多くの利用者を




                                                     
13 NHK. “ツイッターＣＥＯが語る “つぶやき”の光と影”. クローズアップ現代＋. 2017-










どの選択できない縁ではなく、「選択縁（選べる縁）」（上野, 1994）を Twitter 上で取り結ん


















































行われる。同好の士を募り、Twitter の GDM または、その他の SNS、特に LINE でグルー
プを作成してより深い交流を持つのである。 
グループの規模は様々であり、また短い期間で大きく変動する。筆者が参加した Twitter
の GDM の「吹奏楽部グループ」参加者数は、筆者が加入した 2018 年 3 月 18 日午後 11 時
の時点で 6 名だったが、その後増加し、2018 年 6 月 24 日午後 1 時の時点では 32 名であ
る。しかし、その後「グループトーク（LINE 上でのグループチャットの名称）」が行われな
くなり、グループを「退出」する者が増え、2018 年 8 月 30 日午後 5 時の時点で参加者は
28 名になり、2018 年 11 月 12 日午後 5 時の時点で参加者は 25 名となった。また、筆者が
初めて参加した LINE の「吹奏楽部グループ」は、筆者が加入した 2018 年 5 月 5 日午後 9
時の時点で 60 名の参加者がいたが、6 日午前 10 時の時点でグループが解体された。 
本調査では、LINE の「吹奏楽部グループ」におけるグループトーク中に、5 回トラブル









まず 1 回目のトラブルである喧嘩について説明する。LINE グループは、グループ参加者
であれば誰でも自由に、他の誰かをグループへ「招待」したり、「退室」させたりすること





子に乗るな」などの誹謗中傷を特定の個人に行う者が現れた（このグループは 2018 年 11
月時点では解体されていない）。個人に対する誹謗中傷が起こった時、中高生の中には「イ
ンターネットはこういうもの」や、「相手にしてはいけない」などと発言する者がいた。ま
た、上記 2 つのトラブルを経験した HARUKI さんは、オンライン上でグループが作られる
ことに対して「事件（？）はありましたが、今ではアットホームな感じでみんな仲良くやっ
ているので、吹部とか関わらずにコレもいいなぁって思ってます」と綴った。 





ヤトさんの LINE の QR コードが、何者かによってアダルトサイトに転載されたために、
「怪しい」アカウントが C グループに参加し、荒らしが起こった。ハヤトさんは、「吹奏楽
グループ」を作るために、自身の LINE の QR コードを自身の Twitter アカウントでツイー
トし、公開していた。荒らしが起こってからハヤトさんは、「グルチャ（グループチャット
















3.4.2 2 人の高校生とトラブルの連鎖 






高校 2 年生女子のヒナノさんと高校 1 年生女子の MIYU さんは、同じ高校に通っている。
2 人は吹奏楽部の先輩後輩として、当初は良好な関係を築いていた。1 回目のトラブルで解
体した A グループにもヒナノさんと MIYU さんは参加していたが、A グループでは 2 人で
遊ぶ約束や「菓子パ（お菓子パーティーの略）」を開催する段取りについて連絡しあってい





た B グループが新たに作成された。特に攻撃的であった MIYU さんに対して、一定の距離
を置こうとする A グループ参加者たちが、A グループを退室して B グループに参加した。
ここで取り上げた LINE グループ以外にも「吹奏楽部グループ」は数多く存在し、ヒナノさ
んも MIYU さんも複数の「吹奏楽部グループ」に参加していた。MIYU さんは C グループ
にも参加していたが、ヒナノさんが C グループに新たに参加すると、C グループを自主的
に「退室」した。C グループ参加者たちが、突然 MIYU さんが退室したことを不思議に思
っているところに、「ヒナノが入ったから MIYU が抜けたんだよ」とヒナノさんは説明を行
った。LINE での個人的やり取りが上手くいかなかったことや、学校での喧嘩により、ヒナ
ノさんと MIYU さんの友人関係が破綻していったと考えられる。 
さらに、ヒナノさんは、MIYU さんの部活動での練習振りを中傷するようなメッセージ
や、MIYU さんが練習している様子を盗撮したと思われる動画を、C グループに投稿した。





MIYU さんへの誹謗中傷ともとれるようなやり取りは 2 日間続いたが、その後しばらく





には、LINE のアカウント名を「みゆ」に変更した MIYU さんが再び C グループに参加し









加勢の酢酸＜MXGP 愛＞さん（中学１年生男子）を C グループに招待し、2 人で名指しせ
ずにヒナノさんを中傷するやり取りをはじめた。 
ヒナノさんへの中傷が行われた後すぐに、みゆさんと、加勢の酢酸＜MXGP 愛＞さんと、
ヨシノンさん（中学３年生男子）の 3 人は C グループを退会させられた。上記の 3 人を退
会させたのは、ヒナノさんではなく、ヒナノさんのインターネット上の友人であるりり子さ










































ッセージが届くようになり、やがて 1 日に何十回も LINE の無料通話機能を用いた電話が
かかってくるという状況になった。また、みゆさんと、加勢の酢酸＜MXGP 愛＞さんと、









ールを取り決めた B グループが新たに作成された。B グループで LINE のアンケート機能
を悪用した誹謗中傷が行われた際、参加者間で「相手にしてはいけない」などのメッセージ













































































14」そうである。ニコオケは、2017 年 8 月 2 日で創立 10 周年を迎え、2017 年 9 月 30 日で
初めてのオフ会から 10 年となったが、2017 年 9 月 30 日の動画投稿をもって活動を終了
                                                     
14 大百科ニュース社. “☆ニコオケ☆とは（ニコオケとは）［単語記事］”. ニコニコ大百科. 
https://dic.nicovideo.jp/a/%E2%98%86%E3%83%8B%E3%82%B3%E3%82%AA%E3%8





































                                                     
15 KohMei. “【☆ニコオケ☆Final】最後にもう一度『流星群』を演奏してみた【10 周年】”. 









んは考えている。筆者が「今、一番活用している SNS は」と聞くと「今は主に Twitter で
繋がってる。ニコオケ時代は mixi だったけど」と答えた。 
以上より、mixi によって演奏者の繋がりを得ていたニコオケが、「吹奏楽オフ」の源流と
なり、現在では mixi に代わって Twitter が演奏者の繋がりを支える存在となっていること
が分かった。 
 








さんの Twitter アカウントには 2018 年 8 月時点で約 15,000 のフォロワーがいる。筆者が
フォローしていた「吹奏楽部アカウント」のうちのいくつかは、牧さんの Twitter アカウン
トのフォロワーであった。筆者がフォローしていた「吹奏楽部アカウント」が、夏イベ参加
者を募集する牧さんのツイートを RT し、それが筆者の目に留まった。 
 イベント参加の申し込みは、主に牧さんの Twitter アカウントへの DM で受け付けてい


































































てコンクール全国大会の開催会場であったが、耐震性の問題から 2018 年 12 月に取り壊さ
れることとなった。佼成新聞 DIGITAL の記事によると、普門館の取り壊しを前に、普門館
大ホールの舞台を開放するイベント「普門館からありがとう～吹奏楽の響きたちへ～」が
2018 年 11 月 5 日から 11 日まで行われ、約 12,000 人の吹奏楽関係者や吹奏楽ファンが普








計 6 名での企画運営により、全国各地から集った 50 名以上の演奏者での大合奏が、11 月
11 日に普門館大ホールにて実現した。これらの企画の運営における打ち合わせは、Twitter
の DM などを通して行われたそうである17。参加者への事前情報の周知にも Twitter が用い
                                                     
16 “最後の普門館で合奏し隊”. Twitter. https://twitter.com/lastfumonkan, (参照 2019-02-
07). 
17 はたさきえみか. “普門館と宝島とはじめの一歩”. note. 2018-11-20. https://note.mu/e











に反応のあった Twitter アカウントのツイートを見ていく。 
はたさきさんは、「『普門館からありがとう～吹奏楽の響きたちへ』と題して、ステージを
一般開放することになった18」という朝日新聞デジタルの記事を目にし、2018 年 8 月 3 日
に「最後の普門館で合奏し隊」という名前の Twitter アカウント 16 を作成し、1 回目のツイ












普門館で合奏し隊」を用いて Twitter 上で呼びかけを行ったそうである 17。また、「最後の
普門館で合奏し隊」のフォロワー数を徐々に増加し、アカウント作成から 3 日後の 2018 年
8 月 6 日に選曲のための投票を実施した20。投票では、「星条旗よ永遠なれ」や「ディスコ・
キッド」など普門館で演奏された曲たちが接戦を繰り広げ、最終的に「オーメンズ・オブ・
                                                     
18 魚住ゆかり. “東京）普門館、解体前に恩返しの一般公開 11 月”. 朝日新聞デジタル. 
2018-08-02. https://www.asahi.com/articles/ASL814T4JL81ULPI01Z.html, ( 参 照  2019-
01-07). 
19 “最後の普門館で合奏し隊”. Twitter. 2018-08-03. https://twitter.com/lastfumonkan/sta
tus/1025167745715920896, (参照 2019-02-07). 
20 “最後の普門館で合奏し隊”. Twitter. 2018-08-06. https://twitter.com/lastfumonkan/sta





ラブ」と「宝島」が選ばれた 17。その後、企画への参加のアンケートを実施し、約 80 名が
参加を表明した 17。 





























の「レポ（レポートの略）」として、Twitter ユーザ間で RT によって拡散され、情報が共有






















CMC 研究、特に Twitter に関する研究では、Twitter は情報を獲得するためのメディア







動機についても、明確に情報獲得と交流の 2 つに分けることは困難であろう。 
また、はたさきさんのブログ記事によると、11 月に入った頃には、指揮者を含め 6 名の




                                                     
21 “最後の普門館で合奏し隊”. Twitter. 2018-11-09. https://twitter.com/lastfumonkan/sta






















ふとした思いつきで始めた 8 月の tweet から新しいコミュニティが生まれ、フォロワ
ーさんが繋がっていく。みんなで奏でられた一回限りの音楽とそれぞれの思い。 




繋がりが編まれつつも、Twitter 上でのみの繋がりの状態で、参加者 100 名という規模の企
画が準備されたことが分かった。また、「音楽が生まれる場所、音楽を通してコミュニティ



















第 5 章 吹奏楽部における繋がり 


















のようなにおいを感じたこと」（古川, 2008, p. 7）と、「体育会系」集団が伝統や風習として
重んじている行為が一種のカルト集団の様相を呈していることから、「体育会系とカルト性
の共通点を感じた」（古川, 2008, p. 8）ことを、古川は理由として挙げている。 

















































































5.2 「人間的に成⾧する」ための繋がり  
日本における吹奏楽は、他の種類の音楽と違い、部活動と強く結びついていることを、古
川（2008）は指摘している。以下に、古川（2008, p. 9-17）の論文からの引用を示す。 
 
 




































                                                     
23 日本テレビ. “プレスリリース@日テレ”. 日本テレビ. 2005-06-01. http://www.ntv.co.jp



































                                                     
24 日本テレビ. “1 億人の大質問！？笑ってコラえて！”. 1 億人の大質問！？笑ってコラえ
て！. http://www.ntv.co.jp/warakora/, (参照 2019-01-10). 























































さを感じちゃったんだよね。これがほんとの音楽かなぁって」（古川, 2008, p. 40-41）と述
べている。また、A 氏は「日本列島吹奏楽の旅」を視聴したことがあり、ある高校の指導場
面に対して「人権侵害にあたるんじゃないか」（古川, 2008, p. 47）と述べている。 













































































































                                                     
26 串森シャモ．“文化系最凶？ 吹奏楽部のブラック部活で「何度も倒れた」「楽器カース







































































                                                     
27 小谷汪之. “カースト”. 日本大百科全書 5. 相賀徹夫編. 小学館, 1985, p. 249- 250. 
28  衆 議 院 .  “ 第 1 6 5 回 国 会  青 少 年 問 題 に 関 す る 特 別 委 員 会  第 3 号 
（平成 18 年 11 月 16 日（木曜日））”. 衆議院. 2006, 16511160073003, p. 7-8. 








































































































































































































































































                                                     
29 Colorful Instagram. “オシャレ女子がフォローすべき！！インスタファッション系アカウ
ン ト ＆ ハ ッ シ ュ タ グ っ て ？ ？ ”. Colorful Instagram. 2018-11-24. https://colorful-

























エモトさんの語りは 2016 年時点のものであり、なおかつ、エモトさんは 2018 年時点で
20 代であるため、上記で述べたことの中には、現役の中高生には当てはまらない部分があ































6.3.1 social steganography の検討 
SNS 上での情報の隠蔽を、Boyd & Marwick（2014）は、"social steganography"と呼んで
いる。social steganography は、社会的情報隠蔽技術と訳 され る（ ボイ ド, 2014）。
steganography とは、"security through obscurity"という概念に基づいて情報を隠す古くから
の戦略である（Petitcolas et al., 1999, p. 1064-1065）。steganography は、メッセージの存在
そのものを隠すことを意味し、”information hiding”という研究分野の下位分野にあたる研
究分野を指す（Petitcolas et al., 1999, p. 1062）。steganography という語は、”covered writing”
を意味する”στεγαν'oς、γραφ-ειν”というギリシャ語が由来であり、通常はと
ある情報を別の情報に隠すことであると解釈されている（Petitcolas et al., 1999, p. 1062）。
なお、野中が翻訳したボイドの著書『つながりっぱしの日常を生きる : ソーシャルメディ
アが若者にもたらしたもの』では、「ソーシャルステガノグラフィーという暗号」（ボイド, 
2014, p. 105）と記述されているが、steganography は「隠蔽」技術のひとつであり暗号では
ない（河口ら, 2002）という考え方もある。本論文でも、暗号と隠蔽を区別して考え、
steganography を隠蔽技術の一つと捉える。 
ボイド（2014）は、アメリカのティーンエイジャーたちが行う social steganography の一











いての文化的知識を持っていた」（ボイド, 2014, p. 109）ため、カルメンは「ただ大勢の人
と曲の歌詞をシェアするだけで、一部の人々だけに意味するところを伝えることができた」























































らわれずに、多角的に RiO のツイートを考察する必要があると考える。 
まず、steganography と暗号の違いについて改めて考察し、その後 RiO のツイートを暗号
という切り口で分析する。steganography とは先述したように、とある情報を別の情報に隠




てしまう」（河口ら, 2002, p. 415）ものである。秘密にしておきたい情報をあらかじめ暗号
化しておき、さらに steganography で秘匿することで強力な情報保護技術となるため、暗号













RiO は、RiO の同級生であり吹奏楽部の仲間である sena と、Twitter 上で「あの人の悪
口」についてリプライし合うことがあった。「あの人」は、RiO と sena と同じ学校の吹奏楽
部に所属している人物のことと推察できる。RiO は「こんなふうにあの人の悪口言ってるけ
ど、明日会ったら普通に会話するんだよ？自分、最悪だよね」と、「あの人」への態度に対
する自己嫌悪をツイートし、それに対して sena は、「そんなもんだよ」と RiO を慰めるリ















































                                                     
30  木口美穂. “もしかして私のこと言ってる？意味深ツイートに左右されない方法”. 







































































































Kraut らは、1995 年から 2 年間、インターネット利用に関する縦断的な調査を、ピッツ







participants used the Internet heavily for communication, which generally has positive effects”










Kraut ら（2002）は、1998 年に行った調査の対象者のうち 93 世帯 208 人に対して追跡
調査を行い、また、新たに 216 世帯 446 人に対してパネル調査を実施した。その調査の結
果、インターネット利用頻度が高い人ほど、身近な社会的ネットワークや遠方のネットワー
クが拡大したことが示されたが、家族や友人との対面コミュニケーションの減少や、精神的






るのに対し、内向的な人は関与が薄まり、”the rich get richer”という言葉が部分的に妥当す
ると示した（Kraut et al., 2002）。 
北村（2016）は、2002 年の Kraut らの研究について、「『外交的で既存の社会的資源を持
つ人はインターネット利用によって、ますます社会的な利益を得るようになる』という仮説
を支持している」（北村, 2016, p. 54）と述べ、「社会的拡張」仮説に当てはまると考えてい
る。また、北村は、「社会的補償」仮説にも着目している。「社会的補償」仮説とは、「社会
的資源を持たない人々がオンラインという新しいコミュニケーション機会を使って他者と


































































































担っている側面もある（北村ら，2016; 高谷，2017; 岡安, 2016）。学校の友人との繋がりを
途切れさせないためには、ソーシャルメディアや SNS の利用は避けて通れない側面があり、
それが精神的負担になる場合があることも否定できない。また、本調査では、日付を超えて
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図 9 2018 年 7 月 13 日の C グループでのやり取りのスクリーンショット 












 女性 (  ) 
 男性 (  ) 
 答えたくない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
② 学年 
 1年生 (  ) 
 2年生 (  ) 
 3年生 (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
③ 音楽経験 
 中学入学前からある (  ) 習っていた楽器など：      経験年数：        
 中学入学前にはない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
④ 現在の担当楽器 
 フルート (  ) 
 オーボエ (  ) 
 クラリネット (  ) 
 ファゴット (  ) 
 パーカッション (  ) 
 コントラバス (  ) 
 
 トランペット (  ) 
 トロンボーン (  ) 
 ホルン (  ) 
 ユーフォニウム (  ) 
 チューバ (  ) 










 自分用のパソコンを持っている (  ) 
 お母さん・お父さん・兄弟姉妹のパソコンを共同で使っている (  ) 
 自分用のパソコンを持っていない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
② スマートフォンを持っていますか？ 
 自分用のスマートフォンを持っている (  ) 
 お母さん・お父さん・兄弟姉妹のスマートフォンを共同で使っている (  ) 
 自分用のスマートフォンを持っていない (  ) 















 LINE (  ) 
 Facebook (  ) 
 Twitter (  ) 
 mixi (  ) 
 Mobage (  ) 
 GREE (  ) 
 Google+ (  ) 
 YouTube (  ) 
 Vine (  ) 
 Instagram (  ) 
 その他 (  ) ________________________ 
 ソーシャルメディア・SNSを 









 いる (  ) 
 いない (  ) 
 分からない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
④ ソーシャルメディア・SNSにおいてアカウントの使い分けをしていますか？ 
 アカウントを使い分けている (  ) 
 アカウントを使い分けていない (  ) 
 分からない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 










 現在のクラスメイトと連絡を取り合う (  ) 
 吹奏楽部員同士で連絡を取り合う (  ) 
 クラスも部活動も違う仲の良い者同士で連絡を取り合う (  ) 
 ソーシャルメディア・SNSでは連絡を取り合わない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
⑦ ソーシャルメディア・SNSで学校生活に関する投稿をしますか？ 
 する (  ) 
 しない (  ) 
 分からない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
⑧ ソーシャルメディア・SNSで部活動に関する投稿をしますか？ 
 する (  ) 
 しない (  ) 
 分からない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
⑨ ソーシャルメディア・SNSで吹奏楽に関する投稿をしますか？
 する (  ) 
 しない (  ) 
 分からない (  ) 
 その他 (  ) ____________________________________ 
 
 
差し支えなければ、現在お使いの Twitterアカウントを教えてください 
 
Twitter ID：___________________________________________________________________________ 
 
 
このアンケートに対するご意見 
自由にご記入ください 
 
_________________________________________________________________________________ 
ご協力ありがとうございました。 
